
/78o写I 2-/Y P'j 
ス一ネ一

j’一お
恒一印

刷FhF圃RH一
回u

円ロ一附

“中国ヌィーパー”去り

地道なビジネス探る

「このところ， 中国への大型商談はノぞ

ッタリでね。 一時の “中国フィーパー”

がウソみたいてψす」 大手商社の中国

担当者に聞くと， 一様にこんな答えが返

ってくる。

中国は78年 2月に， 四つの近代化推進

のための10カ年計画をぶち上げたが， 1 0

カ月足らずで挫折。 その後79年 2月には

約26億ドルにのぼる対日輸入プラント契

約を凍結。 以来， 地道な経済建設を旗印

に “調整期” に入ったのである。

当然， 各商社のとまどいは大きかった

が， いまはむしろ「ょうやく対中国ビジ

ネスに冷静に対処できるようになった」

と情勢の変化を歓迎する声が多い。 何し

ろつい最近まで， 「プラントを輸出して

から， 現地に電気も水もないことに気が

付いた， なんていうケースがゴロゴロし

ていた」 （ある大手商社）ほどのフィー

パーぶりだったのだから。

「日本の商社は， 中国のr’h

調整期迎え日本の技術，資金力必要
来年には日中合弁企業の数社実現も

砂ひところの“中国フィーパー”は去り，地道だが前向きな対中国ビジネスに取り組

む企業が増えている。

砂経済の調整期を迎えた中国が， 地に足の着いた国づくりに日本企業の技術力， 資金

力， 経営ノウハウを積極的に求め始めたのがきっかけ。

砂市場原理の急ピッチな導入で， 中国側にまだ混乱はあるものの， 来年じは， 日中合

弁企業もいくつか実現しそうだ。

日中合弁事業の案件
令で ご伝 概要訟 る五：立公ケ

三γ 進展状況J関係企業

中国大塚製薬（有）｜輸；直工場（天津市）， 本社北京市
｜ 資本金 1000万元日本／大塚製薬 ｜ ｜ 契約期間 20年間(50%) I 

80. 8. 2 
契約書調印
（於・北京／中
国国家医薬品

ぶどう糖輸液， リ ンゲル液， 生理食塩 ｜ 管理総局）
i夜等年産600万本予定（内需要）

中国医薬工業公
司

中国東方組賃（有） ｜ リー ス事業
日本／オリエント ｜ 資本金 2億一20億円程度｜ リース（50%) I 場所 北京市

中国国際信託投 ！ 注：北京市機電設備公司 本社北京，資本
資公司（20%) ｜金8000；万元，機械設備関連物資の生産流
北京市機電設備 i 通業務一部レンタル業務を扱う 。 78年取
公司（30%) ｜ 扱高4億元

上海三洋圧縮機摘l l 冷蔵庫用コン プ レ ッ サ ー の製造
｜ 資本金 50億円日本／三洋電機 ｜ ｜ 場所 上海市関江重工業団地東京三洋電機等三｜｜役員 中国側�4名（会長含む）洋グループ（75%) 1｜ 日本側6名（社長含む）

上海市手工業 ｜小型コンプレッサー製造一貫工場（年産50
管理局（25%) ｜万台）60-70%を輸出に振り向ける予定

日本／ ジャパンエ ｜ ゆ るみ止めボルトナットの製造
ース（50%) ｜場所 天津市
中国五金鉱産 ｜ 当初の生産規模2000-3000ト ン。
輸出入公司（50%) 1 設立まで当面技術指導

80. 1.30 
基本合意覚書
調印発表
80.4. 10 
設立準備事務
局（北京）設立

80. 1 10 
基本合意を発
表

80. 7. 30 
基本合意発表

日本／小松製作所｜建設機械用鋳造部品の製造
｜ 出資比率 5 Q/50予定

第一機械工業部 ｜ 場所 北京鋳物工場もしくは上海鋳鋼
工場（未定）

折衝中
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（三和銀行謂べ）
関係企業 概要 きU 進展状況

日本／東邦電器 テープレコーダー，マイクロモータ ， 80. 3. 22 
軽工業品公司 ヘッド等の製造 合弁企業設立

上海介公司，上 場所 上海 を前提に技術

海電子設備工業 出資比率 日本側49%，中国側51%予 協力，加工 貿
公司 定 易

日本／アイワ ラジオ・カセット製造 80.3. 15 
北京市電影機械 当面部品を輸出L，ノックダウン生産 合弁を前提と

工場， 北京市電 する生産技術
子儀表工業局 協力契約調印

日本／三八五 中古トラ ッ ス修理工場 80. 4. 5 
企業グループ 場所 天津（天津市第四工場） 合弁をめざす

天津市 当初年産 1000台，将来1万台 覚書を交換

〔毘そでの中国との合弁事業〕
守主： 一品 � ムムU

尽和（株） 北京風レストランの経営指導・材料供給， 79. 10.末
日本の財界有志 北京工芸品代理販売，北京料理に関する 外資審議会認

(51%) 出版 可取得
北京市友誼商業服 資本金 5000万円 80. 1.4 
務公司（49%) 役員 日本側，中国側各4名 設立登記

京連興業（株） 北京市の経済建設・貿易に関する情報提 80: 4. 17 
朝陽貿易 供，日本企業との事業協力の仲介・あっ 契約書調印
三和銀行他（51%) せん， 一部通常輸出入貿易など
北京経済建設総 資本金 5000万円 80. 5. 26 
公司（49%) 役員 日本側1]4名， 中国側1]3名 設立登記

北京西武（株） 中国産品の輸入，卸小売り 80. 4 .. 18 
西武百貨店 資本金 1億円（授権資本4億円） 契約書調印
(50%) 役員 日本側・中国側各5名
北京市対外貿易 80年9月中旬，西武池袋店内lニ6店舗開設 80. 7. 3 
総公司（50%) 予定 設立登記

61 

----

中国フィーバー去り地道なビジネス探る　『日経ビジネス』12月号-1980.12.00



誌と！！�＇） . 中国の 経済成特に

を抱き過ぎた」 （中嶋嶺雄 ・ 東京外国語

夫主教授）との批判にどう答えゐ会は 別

として， 商社自身， 地道かつ堅実な対中

国ビジネスの方向を探り始めている。

まず， 小つぶの商談をコツコツ積み上

げていこうとの方針への転換だ。 大型プ

ラントの受注がことしは1件もなかった

三井物産ても「1件2000万円， 3000万円

といった輸出商談はここI年ものすごく

増えた」 （ 川崎舎｜宣男中国室長）。 結局

「世界中に残きれた大市場は中国しかな

い 。 そこで工夫して商談を発掘していく

ことが必要」 （丸紅）というわけである。

一一 ローラ一作戦
北京中，心から地方拠点へ

と同時に， 各商社とも中国の急速な地

方分権化の動きに呼応して， 中国室員を

中国各地へどんどん送り出し始めた。 こ

れまで中国との商談は国レベルが相手て、

北京中心だったのが， 昨年から天津， 上

海， 福建， 広東の省レベルが対外経消交

流で自主権を持つようになったからであ

る。 来年1月からはさらに内陸部のいく

つかの省にも自主権は広がる。

このためいま 各商社の中国室を訪れて

みると， 部員の半数は不在。 大半は中国

の地方拠点づ、くりに飛び回っているのだ。

伊藤忠商事では「中国大陸を東西南北，

ローラ一作戦でビジネスの種を探し回る

つもり」 （山村隆志中国室長）とか。

中国の調整期は少なくとも 2, 3年，

あるいは6, 7年続くとの見方から， 対

中貿易の中で3国間貿易の比重を高めよ

うとの動きも顕著だ。 三井物産では， こ

としに入って， 中国経由の3国間貿易の

比率が20%に達する勢い。 ゆくゆくは3

分のlにまで高める方針だ。 このため同

社では現在「英語と中国語の両方できる

専門家を急、拠養成中」 （中国室）。

このような商社の対応と並行して， 中
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国側からは最近， 貿易の多様化を求める

動きが活発化してきた。「 委託加工貿易」

「出且み立て貿易」 「補償貿易」 などが そ

れで， 現在約50億ドルしかない金・外貨

準備高をできるだけ節約しながら， より

多くの先進技術を導入し， 近代化を早期

に実現しようというのがねらいだ。

この中国側の呼びかけに応じる企業も

増えている。 例えは、’ 日本から原材料を

中国へ輸出して加工させ， 製品を輸入，

加工賃を支払う委託加工貿易は， 昨年来

30以上の案件が成立した。 だが実際には，

「思ったより加工貨を高 〈設定された」

とか「品質がいま 一歩」 などの理由で，

二の足を踏む臼本企業が多いのも事実。

トラブルの原因は， 契約時の双方の理解

不足にあるようだ。

その点， 北京印刷公司との間で， 活版

印刷の紙型の1J日工貿易を始めた泰正スク

リーン印刷 （本社 ・ 東京 都狛江市）の場

合は， まさに， 地道な努力で中国側の理

解を得， 成功している例で， 新しい対中

国ビジネスのモデルケースになるだろう。

同社の大木晴之社長が中国側と加工貿

易の話を始めたのは78年。 まだ “中国フ

イーパー”が程めやらぬ頃だ。 単身北京

へ乗り込んだ大木社長は早速， 中国側と

交渉に入ったカ＼なかなか条件が折り合

わなかった。 「とにかく高い値段をふっ

かけてくるんです。 初めのうちは， 商売

をやらせてやるという感じなので， 中国

人は 何と無礼なのかと思った。 何度ドア

を蹴って交渉を中断したかわからない」。

中国側と交渉して， このような経験をし

た企業は多い。

そこでついに， 大木社長の場合， 原価

計算を中国側につき突けた。 実物の組版

をみせながら 一文選工が組む文字数とコ

ストの関係を説明し， 臼本での販売価格

と流通コストの関係を実例を示しながら

こと細かに説いた。 「日本の流通機犠を

わかってもらうのにどれだけ時間をかけ

たかわからない」 という。 しかし デー

タを示すと同時に， 相手のメンツなどを

気にせずビジネスライクに話し合ったこ

とカ＼かえって相手の信用を得，「加工賃

もリー収、ナブルなところに落ち着いた」

（同社長）。

一方， 組み立て貿易は， 日本から部品

や機械設備を中国に持ち込み， 中国側が

組み立てた製品を日本がヲ｜き取り， 組立

賃を支払うもので， 家電， 機械関連企業

で徐々に広がっている。 加工貿i易と同じ

ような問題が起きているが， ここでも，

対中国ビジネスを地道に育てていこうと

いう企業は大きな成功を収めている。

例えばぢ＇1'ii可電機製作所。 H下年11 月に西

安の工業計器工場と契約を結んだが， そ

れまでに1年半の期間をかけ， じっくり

双方で話し合った。 特に 時間をかけたの

は経営管理で，横河正三社長自ら，中同人

向けに， 存康管理，品質管理，工程管理な

どの解説書を書いたほど。 この本は分厚

いもので「 在庫管理では， 実際に伝巣を 貼

りつけて， このような 伝票で出庫せよと

例を示したり， 工程管理のフローチャー

トなども 付けてある」（横河社長）という。

一一現場実習留学
品質高まるまで輸入せず

と同時に， ことしの夏から合計50-60

人の現場作業者を日本に呼んで、実習もさ

せた。もちろん実費は中国側の負担だ。ま

た，この組み立て貿易契約では「中国側が

日本で作る製品と全く同じ品質のものが

できるようになったら， 中国側から全量

輸入する」との条項をつけた。これは「日

本では，どんどん新製品を開発，生産しな

ければならず， ある製品は中国側に完全 ，

にまかせたいし， それが本来の意味の技

術移転に貢献できる」（同社長）ため。この

点は， これからの対中国ビジネスを発展

させる上で重要なポイントとなり そうだ。

機械や設備を輸出し， それによって生

産されるモノてイt金を決済する補償貿易

NIKKEi BUSINESS 1980年12月1日号



合弁事業への関心の有無 （回答数， カソコ内%）＼ 選択肢 ①大いに ②業界の対③全〈関 』市町 ' 
業種 ＼ ある 応いかん 心なし 山一日 ' 

150(100 0) 

対中国投資の障害

①インフラストラクチュアの未整備

②硬直配！な官僚組織

製造業 31(20.7) 91(60.7) 28(18.7）←＿＿＿.＇ 

食料品 2 5 

繊維 2 9 3 

木材・紙・パルプ 5 

化学 8 14 6 

窯業・土石 2 5 3 

金属 4 12 2 

般機械 4 12 5 

電気機械 3 5 2 

輸送機械 3 9 4 

その他 2 15 2 

非鉄製造業 32(37 6) 41(48.2) i0(11.8) 2(2 4) 
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計
出所：日本長期信用銀行調べ

でも， 日綿実業が黒竜江省の 荒地を開墾

し， 大豆， 小麦を 栽培する 契約にことし

2月調印するなど， 徐々に成果は出始め

ているようである。

さて， 多様化貿易 以外にも中国は最近，

日中合弁企業の設立に驚くほとe熱心だ。

ごとし6月， 訪中した野村証券の田淵

節也社長はこう語る 一ー 「 谷牧副 首相と

1 時 間 半ほど会談したが， 徹頭徹尾， 合

弁の話でね。 年内に50件， 少なくとも30

件は話をまとめてくれと頼まれた」 。 そ

の後， 野村証券は 7月と10月に， それぞ

れ中堅企業4社， 9社のトップを引き連

れて訪中。 合弁事業の具体的な交渉に入

った。

この2回の訪中に団長として参加した

野村証券の豊田善一 専務によると， l回

目と2回目のわずか3カ月で中国側の合

弁 企業に関する条件ほ大幅に緩和きれた

という。 例えば， 土地代の最低価格は4

分のlに引き下げられ， 新採用の際の試

NIKKEi BUSINESS 1980年12月1日号

用期 間が認められると同時に， 一定の範

囲で製品価格が決められるようになった。

販売面でも， 従来は国家が買い上げて “配‘

給”していたのを， 合弁企業の場合は新

たに独自の済噛チャン ネルをつくれるこ

とになった一一ーなど。

中国側としては， 何としても， 日本な

ど先進国の技術力と資金力， それに経営

ノウノ、ウをj与入したいところなのだろう。

一一あせらず， じっくり

日本企業紹介にも慎重さ

第2 回野村訪中団に参加した 9社の代

表は全員国賓並みの待遇を受け， 北京，

上海などの現地工場を見学， 合弁相手と

“集団見合”した。 その結果， 半数の企

業は， 基本的に合弁の覚書を交わしてき

た。 たとえば， プ ラスチ ソ ク包装の藤森

工業 （本社・東京）， 高級子供服の横山

（本社・名古屋市）などのケースだ。

百；吾

）

 

1
 

1
 

1
 
（

 

内JA斗ー

だが， 各社とも中国側の“合弁フィーパ

ー”に踊らされているわけではない。藤森

工業では「まず，製品のサンプルを相互に

交換し人材の交流も進め， さらに版路の

確保についても詰めた後， 調印する」 （藤

森俊彦社長）。また横山の場合も， 指定す

る納期に 一定のコストで， 一定の品質の

製品を作れれば合弁に踏み切る計画。 こ

のほか， 第1 回の野村訪中団に同行した

朝日特殊合板の場合も， 黒竜江省という

寒冷地の工場を相手に選んだため， l年

かけて 気 温と製品との関連を調 査のうえ，

合弁に踏み切ることにしている。 あせら

ず， じっくり， フィージビリティー・ス

タテ。イーすることが必要だといえよう。

野村証券 以外にも， 大和証券， 三和銀

行などが， 取引先の中堅企業を中国に紹

介し， 日本長期信用銀行も近く同様の計

画を実行する方針だが， 日本企業を紹介

する金融機関にも慎重な態度が望まれる

ところだ。

63 



いまのところ， 中間企業との合弁は，

中国国内で10社， 海外で 5社。 日中合弁

企業は， ことし 8 月に， 点滴注射液を製

造する「中国大塚製薬有限公司」 の設立

に調印した大塚製薬 1社だけ。 1 年聞の

調査の後， 「会長， 社長の意向で決断が

下きれた」 （仲井元昭中国室長）。

大塚の合弁第1号については， 「ト ッ

プがオーナーだからリスク覚悟でできた。

一部上場企業で合弁に踏み切るところは

当分出まい」（川崎舎三井物産中国室長）

との見方もある。 確かに， 建設機械用鋳

造部品の合弁会社設立について覚書は交

わしたが， その後， 交渉が進展していな

し叶怯製作所などの例もある。 ではなぜ，

日中合弁がむずかしいのか。

i一一合弁基準
法律の未整備がカベに

一言でいえば， 中国側カミ合弁に際し

ての明 確な 基準をまだ示していないこと

だ。 例えば， 中国側は出資額を土地， 建

物で代替させる場合もあるが， その際，

土地の評価の 基準は必ずしも明 確でない。

また， 合弁法（中外合資経営企業法）の

大ワクは昨年7月発表されたが， その細

則は未発表で， 外為管理法， 商法などの

法律も未整備。 さらに， 内需を喚起する

産業以外は， 外貨獲得のため， 製品の太

半は輸出しなければならない， などの 点

も， 日中合弁が遅れている理由といえる。

だが， ここへ来て再び， 日本企業側に，

合弁に応じる空気が出てきたのも 確かだ。

その背景には来年中には， 商法， 会社法，

特許法など懸案の法令が出そろう， とみ

られていること。 また12月3日から北京

で聞く日中閣僚会議を機に， 日中投資保

証協定の締結が早まりそうなこともある。

オリエント・リースは， 「11月25日に，

北京で中国東方租賃有限公司（チャイナ

・オリエント・リース）の正式調印おこ

なった」（畠幸男取締役）。 折半出資によ
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り，北京で，輸入機械のリース業務を始め

る。T法律は未獲備だが， 契約で細目をカ

バーした」（同取締役）という。「中国では，

ひとたび成立した契約は， 基本的に高い

法的安定’性を持つ」 （野村総合研究所）と

いわれ， 実際に， 欧米企業と中国との合

弁でも， この方式が採用されている。

キヤノンもこの10月， 「将来は， 中国

の相手メーカーに資本参加するか合弁会

社を設立することで基本的に合意した」

（賀来龍三郎社長）。 ただ， 同社の場合

は合弁までに三つのステ ップを踏む。 第

1 段階は， カメラ， マイクロフィルムの

組み立て貿易。 第2段階は， 現地での部

品の内製。 第3段階は， 品質， コストと

もに高水準となった場合に合弁 とい

うもの。 「 各ステ ップで失敗すれば， そ

こで契約はスト ップ」 （賀来社長）とい

う， 極めて堅実な方法だ。

また岡本理研ゴムはことし春， 広東省

で合弁企業を設立したが， この場合I±,

同社の香港の現地法人が出資者となった。

いきなり日本の本社が合弁に踏み切るよ

り， 初めは中国との商売に慣れている華

僑のト ップに合弁をまかせることも 一つ

のいき方といえよう。

このように， 中固との合弁は， 地道な

努力と工夫で道は切り開けそうだカミ日

本国内での日中合弁が 増えつつあるのも

注目に値する。 例えば西武百貨店と北京

市対外貿易総公司との合弁でことし6月

設立した北京西武。 中国産品の日本への

輸入が主業務で， 中国領ljは， 「日本の百

貨店の商品管理， 仕入れ， 在庫管理など

の経営管理技術の習得が主な目的j （岩

沢守晃北京西武管理部長）。西武側も「中

国人役員を通して， これまで手に入りに

くかった産品も入るようになったし， 将

来， 日本からの輸出を始めるための関係

づくりにも役立つ」（同部長）とみている。

貿易の多様化， 合弁 以外にも新たな対

中国ビジネスが芽生えつつある。

その 一つが広告ビジネス。 中国では市

－・

骨量 $ 

士桑原理の導入で， 昨年来， 人民 日報など

の新聞やラジオ， テレビ， 看板などへの

外資の広告を認めた。 このため， 電通は

ことし 2月， 北京に駐在員事務所を開設。

すでに取扱高は， 初年度 が 1 億円強， 今

年度 も3億円に達し「ここ4, 5年聞は

倍々で伸び， 15億円にはなりそう」 （木

暮剛平専務）。同社の輸出広告は年間 120

億円だから， かなりのシェアを占めるこ

とになるわけだ。 このため11月には， 大

手広告 各社の代 表団も出発した。 ノ1－巨大市場だが ＼ 

心情的共感だけでは失敗l

コンサルタント業務も有望だろう。 日

本郵船は 7月， 富士通などと， 中国遠洋

運輸公司から， 一般貨物船の運航管理シ

ステムを受注したが， 「将来は， コンテ

ナ管理， 港湾管理などのソフトウエアも

売っていく方針」 （鈴木秀郎情報システ

ム室長）。 来年は， 上海に1 0入社員を派

遣し 実際にノウハウを教える。 このソ

フト収入は3-4億円になるという。

また， 同社の場合， コン ビ ュ ーターの

プログラムを中国で委託生産することも

考えているようだ。 「中国のコンヒ。ユー

ター技術者に 会って優秀きに驚いた。 プ

ロク、、ラマーの水準も相当高い。 労働コス

トも考えれば， 非常に有望」 （鈴木室長）

というわけ。 各種のソフトウエアを中国

に売っていこうとの動きは商社にも出始

め， 伊藤忠商事も「現在， 2 ' 3の案件

を抱えている」 （山村中国室長）。

中国市場は 確かに未知の魅力があり，

しかも巨大だ。だが，単lこ賭けや心情的共

感だけで、出ていくと “フィーパー”の二の

舞いとなろう。 調整期の中国経済の水準

を高めるのに役立つプロジェクトを冷静

に選び， 言うべきことは言う率直な交渉

を地直に積み重ねていくことこそ， 対中

国ビジ ネスを成功させる条件といえよう。

（尾崎 春生）
． 

NIKKEI BUSINESS 1980年12月1日号

.. 晶



日経ビジネス
mw

次
問

。ザ

耳、

l
同ロ
ぽ

官且
N

9L・4且

新外為法のスタートで銀行革命は本番を迎えた。
金利の自由化， 金融の国際化， 機械化は銀行経営を
根本から変えていく。 行きつく先は金融大再編か。
生き残りへの道を求めて， 各行は個性的な動きを
開始した。10年後． 日本の銀行はどう変わるのか。
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